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6
６
月
定
例
会
は
、６
月
15
日
か
ら
29
日

ま
で
の
15
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し

た
。初

日
は
、全
国
市
議
会
議
長
会
の
表
彰

状
伝
達
式
を
行
っ
た
ほ
か
、「
教
育
委
員
会

教
育
長
の
任
命
」な
ど
の
人
事
案
件
４
件

に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、い
ず
れ
も
同
意
し

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
市
長
提
出
議
案
は
、「
三
条
市

税
条
例
の
一
部
改
正
」な
ど
の
条
例
案
件
、

学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の「
動

産
の
取
得
」、令
和
７
年
11
月
の
火
災
に

よ
り
焼
損
し
た
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
本
復

旧
等
の
経
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ「
令
和

８
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」約

２
億
１
４
０
０
万
円
な
ど
６
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
は
、各
常
任
委
員
会
で

の
審
査
を
経
て
、採
決
の
結
果
、す
べ
て
原

案
の
通
り
可
決
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。

議 案 賛 否 一 覧 ○：議案に対して賛成 ×：議案に対して反対

会 派 名
（下段は所属議員数）

議 案

清

風

会

自
由
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

議

決

結

果区分 番 号 件 名 概 要 審査した
委員会 9 9 2 2

〔市長提出〕

人

事

議第１号 教育委員会教育長の任命に
ついて

教育委員会教育長熊倉隆司さんは、令和８年７月25日に任期満了することとな
るので、その後任教育長として熊倉隆司さんを任命するもの
任期：３年

○ ○ ○ ○ 同意

議第２号 教育委員会委員の任命につ
いて

教育委員会委員佐藤俊光さんは、令和８年７月25日に任期満了することとなるの
で、その後任委員として髙山啓二さんを任命するもの
任期：４年

○ ○ ○ ○ 同意

議第３号 固定資産評価審査委員会
委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員佐藤義宏さんは、令和８年６月29日に任期満了す
ることとなるので、その後任委員として佐藤義宏さんを選任するもの
任期：３年

○ ○ ○ ○ 同意

条

例

議第４号 三条市税条例の一部改正
について

地方税法等の一部改正に伴い、本市においてもこれに準じ、必要な改正を行うもの
施行期日：令和９年１月１日等

総務文教
常任委員会 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第５号

三条市特定教育・保育施設
及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める
条例等の一部改正について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施
設等の運営に関する基準等の一部改正に伴い、本市においてもこれに準じ、必要
な改正を行うもの
施行期日：公布の日の翌日等

総務文教
常任委員会 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

そ
の
他

議第６号 動産の取得について
スクールバス １台 
取得金額：2,277万円 
契約者：新潟いすゞ自動車株式会社三条支店

総務文教
常任委員会 ○ ○ ○ ○ 同意

議第７号 動産の取得について
学習者用タブレット端末 6,177台 
取得金額：３億1,357万5,405円 
契約者：株式会社ＮＳ・コンピュータサービス

総務文教
常任委員会 ○ ○ ○ ○ 同意

議第８号 動産の取得について
消防ポンプ自動車 １台 
取得金額：5,962万円 
契約者：新潟モリタ株式会社

総務文教
常任委員会 ○ ○ ○ ○ 同意

予

算
議第９号 令和８年度三条市一般会計

補正予算

令和７年11月の火災により焼損した清掃センターの本復旧等のほか、マイナン
バーカードを活用した医療費助成のオンライン資格確認の導入に係る経費など
について、必要な予算措置を行うもの
補正額  2億1,440万円
補正後の額 540億3,865万9,000円

総務文教
常任委員会
市民福祉
常任委員会
経済建設
常任委員会

○ ○ ○ ○ 原案
可決

人

事
諮第１号 人権擁護委員候補者の推

薦について

人権擁護委員小林弘明さんは、令和８年９月30日に任期満了することとなるの
で、その後任委員候補者として小林弘明さんを推薦するもの
任期：３年

○ ○ ○ ○ 同意

Check！大
綱
質
疑

6
月
定
例
会
で
は
3
会
派
が

大
綱
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

議第4号

三
条
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、三
条

市
に
お
い
て
も
こ
れ
に
準
じ
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
。今
回
の
改
正
に
伴
い
、三
条

市
の
歳
入
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
影
響
を
考

え
て
い
る
の
か
。ま
た
、市
民
生
活
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。

税
収
と
し
て
は
若
干
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
が
、市
民
生
活
へ
の
影
響
と
し
て
は

納
税
者
の
負
担
が
一
定
程
度
軽
減
さ
れ
る
。

議第5号

三
条
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
の
条
例
で
、児
童
対
象
性
暴
力
等
を

防
止
す
る
た
め
の
基
準
を
定
め
る
と
あ

る
が
、具
体
的
な
基
準
は
ど
う
か
。

令
和
８
年
12
月
25
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
、い
わ
ゆ
る
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法

に
よ
り
、採
用
時
お
よ
び
在
職
者
の
犯
罪
事

実
の
確
認
や
児
童
対
象
性
暴
力
等
の
防
止
に

向
け
た
体
制
整
備
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
必
要
な
規
定
を
整

備
す
る
。

今
回
の
一
部
改
正
の
対
象
施
設
は
限
定

的
だ
が
、こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
は
対

象
の
範
囲
が
広
い
。他
の
対
象
施
設
に
つ
い
て

の
条
例
等
の
改
正
な
ど
は
必
要
と
な
る
の
か

伺
う
。条

例
改
正
に
係
る
保
育
施
設
は
市
が
認

可
主
体
と
な
る
た
め
に
改
正
が
必
要
だ

が
、そ
の
他
の
施
設
は
国
、県
の
所
管
と
な
る

た
め
対
応
の
必
要
は
な
い
。

議第7号

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

学
習
者
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
に

つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
課
題
と
更
新
に
よ

る
改
善
点
は
何
か
。

端
末
が
重
く
持
ち
運
び
に
不
便
で
あ
っ

た
こ
と
や
、落
下
に
よ
る
破
損
、一
部
に

学
習
目
的
以
外
で
の
利
用
が
見
ら
れ
た
こ
と

が
課
題
で
あ
っ
た
。今
回
の
更
新
で
は
、軽
さ

や
使
い
や
す
さ
、保
守
体
制
な
ど
を
比
較
検

討
し
、よ
り
安
定
し
た
運
用
が
可
能
に
な
る

と
考
え
る
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
、更
新
に
よ
っ
て
ど
う
い
っ
た
処
分
方

法
が
取
ら
れ
る
の
か
。

本会議最終日本会議最終日

会 派 所 属 議 員 ※○：会派の代表者

清 風 会
○岡本康佑 岡田竜一 馬場博文 西村邦明
竹山嘉一 目黒 博 石田文夫 相場 浩
平井恵里子

自 由 ク ラ ブ
○森山 昭 佐藤和雄 野嵜久雄 藤家貴之
内山信一 白鳥 賢 村上 勝 長谷部良明
外山隆介

日本共産党議員団 ○小林 誠 石綿登志子

公 明 党 議 員 団 ○燕 幸男 阿部育子

議席図

17
野嵜久雄

10
白鳥 賢

２
外山隆介

18
森山 昭

11
内山信一

３
長谷部良明

質問席

演壇

19
佐藤和雄

12
藤家貴之

４
村上 勝

20
岡本康佑

13
目黒 博

５
平井恵里子

21
馬場博文

14
竹山嘉一

６
相場 浩

22
岡田竜一

15
西村邦明

７
石田文夫

16
燕 幸男

８
阿部育子

９
小林 誠

１
石綿登志子

図中の番号は議席番号です。

議長

傍 聴 席
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